
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































人　　　　　種 下級傭人 中級傭人 中級官吏 高級管理者
西　　　欧　　　人 0．6 33．3 57．6 92．2
西　欧　混　血　人 0．2 3．4 2．0 0．5
東　洋　外　国　人 0．3 2．9 2．3 0．8
イン　ドネシア人 98．9 60．6 38．0 6．4








最高経営者 92．46 7．33 0．21 83．9：Z 15．68 0．35
中級管理者 93．66 5．1 1．24 65．18 32．16 2．66
中級技術管理者 77．06 22．28 0．66 55．81 41．98 2．21
下級財務管理者 80．45 18．8 0．75 67．08 30．46 2．46
下級技術管理者 84．π 14．38 0．85 7ア．14 20．12 2．74
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　すなわち上表政庁要員において、高級官吏、中級官吏の大部分を西欧人が占め下級傭人
にインドネシア人が多いことは当然としても、従来中級官吏層において、その地位を占め
てい西欧混血人の数が減少し、インドネシアの知識階級が大きく進出していることは注目
に値せねばならない。又西欧系大企業において、最：高経営者、中級管理者層の職をインド
ネシア新知識人が占める割合は、1928年と1938年とを比較して、格毅の増加を示し、その
他従来の植民地的階級構造においては、全く見ることの出来なかった、インドネシア人の
一般管理者層への進出は、正に時代の趨勢変化を的確に物語るものと見てよい。
　尤もインドネシア新知識階級の、かくの如き進出は、西欧混血人ならびに西欧人に対
し、彼等の学問、知能が次第に接近しつつあることを意味するものではあり、法的、社会
的に人種間の差別待遇は次第に削除されて来たことを示すものである。しかし第2次世界
大戦以前までは、かかるオランダ政庁の政治、行政機関、ならびに西欧大企業へのインド
ネシア知識層の雇傭が増加したとは云え、それはインドネシア人総人口からみれば、きわ
めて少数であり、且つ彼等の知識、能力が、西欧系人種に次第に接近してきたにも拘わら
ず、支払われた俸給、給料については、西欧系人種に比し、尚甚だしき差別待遇が行わ
れ、爾余の植民地的社会構造の残存物と相侯って、インドネシア知識層は、概括的に云え
ば経済的には尚依然として、中間階級に留めさせられた。そしてこうしたことへの不満が
前述せる中小企業者や民間の知識層の不満と結合し、彼等の知識階級としての鋭い批判と
理論を通じて激烈な反植民地民族主義運動の指導者となって行ったことは、まことに当然
の帰結であると云わねばならない。
　5　インドネシア知識階級出現の社会的意義
　さて以上われわれは、今世期の初頭から中葉にかけて、今まで文盲の民として軽視せら
れて来た、インドネシア人の中から、熱心な教育熱によって、西欧的な新知識階級が出現
してきた経緯について顧みてきた。それはある意味においては、植民地支配下としてのオ
ランダ人の最も警戒してきたところではあったが、しかし又植民地的接触を通じて、皮肉
にもインドネシア人跡らの側から引起された自然的結果であると見ることも出来る。
　しからばインドネシア人自らにとって、こうした知的発展は、一体何を意味し、又彼等
の社会構造に、如何なる変革をもたらすものであったのであろうか。この点に関しまず根
本的に指摘せねばならないことは、彼等における価値体系の変革と云うことである。すな
わちその固有の社会において、久しく長老的、経験的なもの、伝統的、慣習的なもの、世
襲的、特権的なものに、絶対的な価値を置き、植民地社会においては、人種的なものに威
信と尊厳さとを認めてきたインドネシア人が、今やそうした価値よりも、人間の創造し伝
達する知識、知能そのもの、ひいてはこれらのものを創造し保持する者に、より高い新し
い価値を見出すに至ったと云うことである。（註39）けだしこのような知識、知能、ひい
てはそれを保持するものは、伝統的な価値社会にたてこもる者以上に、彼等の生活水準や
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幸福をより大きく齎らすものであることを、長い歴史的現実過程を通じ、身を以て体得す
るに至ったからである。
　勿一こうした知識、知能の中には、Clark　Kerrも指摘するごとく、尚世襲的なもの、
ロマン的、歴史的なもの、人道的なもの、合理的なもの、革命的なもの幸いろいろのもの
が含まれていることであろう。（註40）然しそれらはそれなりに、夫々の価値を持って、
新しい人間や社会を作り出そうとして来たのである。　　　　　　’
　（1）すなわち、まず第一に、たとえばインドネシアの如何なる片田舎（desa）におい
ても、租粋な校屋の中で、読み、書き、算数が教え出された。その教育内容が如何に素朴
なものであったにしても、児童にそうした知識や知能が授けられ、「人間の拡大」が行わ
れたと云うこと、そしてそれを力として都市に出で、より多い収入と、より高い生活水準
を獲得できるようになったと云う事実こそは、知識、知能そのものの価値に対し、また、
それらを教える若き先生、教師の権i威に対し、新しい価値観をいだくに至らしめた。特に
この場合、その両親や土地の長老達さえもが介入する力のなかった新しい知識の領域に、
光を挿し入れた若い教師の権威は、やがて長老主義への価値観の低下を招来した。（註41）
　（2）第二に知識や知能は常に合理主義的なものである。合理主義とは主観的、感情的な
ものを基礎としないで、自然や人間社会における客観的、晋偏的な法則や論理そのものに
基礎をおき、それに合致した知識を求め、それによって行動をしていくと云うことであ
る。従ってこうした合理主義的知識や知能からすれば、その中に合理性を含まない、単に
形だけの伝統的、慣習的なものや、神秘的なものには何等価値は認められない。勿論こう
したものと、それらを生んだ当時の人間、社会にとっては、たしかに合理的なものであ
り、価値あるものであったに違いない。しかし長い歴史的生活を通じて人間や社会そのも
のが進化する。そしてこのように形骸化した価値体系の中に、強いて自己の威信と地位と
を保持せんとしつつある者ほど哀れなものはない。かくて新しきインドネシアの知識層に
おいては、単に伝統や慣習の中に生きんとする土着の首長、植民地代官や旧態依然たる回
教の指導者K：yahis（牧師）の権威に対する軽視が現われ初め、新しい精神的指導者とし
て、特に左翼的な新知識人が、強く求められるに至った。殊にそれがサレカツト・イスラ
ムのような、集団行動組織体の指導者である場合には、特に図りであった。（註42）土着
封建社会や植民地社会さらには、資本主義社会などに対する新しい合理主義が追求せたか
られらである。
（3）第三に、近代的な西欧の社会的知識は、個人としての人間の尊厳さに出発する。そ
れは社会的には、人間の平等と自由となり、経済的には個人間の自由競争と分配の公正と
なり、政治的には民主主義に発展してきた。広い意味における、人道主義（Humanisrn）
に立脚するものである。勿論この場合、たとえば民主主義と云っても、17、8世；期的な、
ブルジョア民主主義と19世期的な、プロレタリア民主主義の二つがあることは、云うまで
もないが、ともあれこうした新しい思想の持主が、その数こそ少なけれ、新知識層とし
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て、インドネシア入自身の中から出現してきたと云うことは、Priyai階級の階級的差別
観、西欧人の人種的差別観に、重大なる衝撃を加えずにはおかなかった。
　（4）第四に、新しき知識、知能は常に創造的であり革新的なものである。伝統や慣習
は、与えられたものを無批判に受け入れ、それを最終的なもの、動かすべからざるものと
してとりあげ、且つこれを以て自己満足し、それに順応してゆこうとする。然し合理主義
に出発した知識や知能は与えられたものを先ず批判し、揺り動かし、そこに存立する非合
理的なものを発見して、それらを破壊する。次いで偶像を打破したる後の自由なる天地に
おいて、何が真理であり、何が合理的に可能であるかを積極的に探し求めるところに成立
するものである。かくて社会的な知識や知能の場合にあっては、客観的な基礎と主観的な
願望の中から、イデオロギーを創造する。このイデオロギーは、自己の進むべき途や採る
べき方法を合理づけ、正当づけるために用いられ、又他人を納得せしめる為にも用いられ
る。しかし社会的にこうしたイデオロギーが、いくつも成立するとき、それら相互間には
激しい対立と岡岬が引起され、イデオロギーはその斗争、攻防のための武器として、用い
られることにもなる。いずれにもせよ、こうしたイデオロギーの創出者になるのは知識人
であるが、こうした意味において知識人は、常に進歩的、革新的であるとともに、時には
革命的なことも屡々ある。
　尤も世に知識人と自認する者の中には、あまりにも主観的な感情や支配欲から、他を
批判し、攻撃するだけで、何等積極的な自己の建設的、合理的意見や行動を示さない者も
少くない。しかし正しい知識や行動は、単に主観的な感情や恣意的な権力によって生れる
ものではない。
　ともあれ久しい伝統や慣習の中に堕眠をむさぼって批判的精神を知らず、自己の運命や
生活は、自らの知識や知能によって自分で切り拓いていくべきものであることを知らなか
ったインドネシア人の中から、こうした知識人が出現してきたと云うこと。それも民族社
会の多様性と複雑性をそのままに、幾多のイデオロギーを異にした知識人が出現して来た
と云うことは、正にこの社会にとっては、活目に値する歴史的発展であり、又それだけに
民族的統一の困難さを、思わしあるものがある。
　⑤　然しながら第五に、知識や知能が、常に進歩的なものであり、革新的なものである
と云うことは、単に形や方法の上において変化すると云うことを意味するものではない。
伝統的なもの、慣習的なものの中にも、新しい批判に耐えて、合理的なもの、単なるものの
存在することは否定できない。必要なことは、そうした古きものの中に存在する合理性や
真理を、因習化したものや誤謬化したものと識別し、それを進歩と発展のために積極的に
とりあげていく知性の力である。唯彼らに古きもの、伝統的なものを懐旧的に追想する、
歴史的ロマン主義者ではいけない。インドネシアの伝統の中にも、たとえば相互扶助の精
神や話し合いの精神、その他宗教、倫理のある部分には、今も尚真理として、新しい社会
建設の促進要因となりうるものも決して皆無とは云えないものがある。そしてインドネシ
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ア知識人の中には、こうした意味と意図を以て、自らの古き文化の中に、新しい精神を見
出さんとして努力しつつある者も決して少くない。　　　・
　㈲第六に知識、知能の発達は、職業社会をダイナミワクに大きく発展変化せしめる。
　　（a）伝統的な親方制度の下にあっては、職業的な知識、知能は、親方個人の主観的経
験と熟練を基礎としているから、必ずしも万人に習得できるとは限らないし、又親方の特
有するものとして、その個人的な封鎖性の中に職業が限定されている。しかるに新しい職
業は客観的かつ晋偏的な知識、知能に、その基礎をおいているから、これを理解しうる知
識知能を所有する者なら、誰でもその職業に就くことが出来、それだけに自由なる「職業
的移動」　（転職）が可能となる。
　　（b）又伝統的な社会にあっては、職業は世襲的に固定化され、祖父より父へ、父より
子へと伝えられるものである。それは支配者階級が、自己の支配的職業を特権的に独占せ
んとする社会階級制度に基因するものであるが、かかる職業世襲制度の下においては、唯
経験的なものが、秘伝的、世襲的に伝えられるのみで、そこには技術的な進歩もなければ、
職業的な発展変化もありえない。しかるに新しい知識、知能の社会にあっては、客観的、晋
静的知識に基づいて、より有効、有利な職業が多様的に生れるし、社会階級制度も消滅して
いくから、子は必ずしも父の職業を世襲的に継ぐ必要もない。農民の子は必ず農民、Priyai
の子は必ずPriyaiと云う封鎖性が消滅して、職業の「世代的移動」が自由になる。　Priyai・
の子が医者や弁護士になり、農民の子がサラリーマンや教師になりうるのである。
　　（c）さらに伝統的な社会にあっては、人間は家族全体の共選生活を目的とした家族主
義制度に縛られ、村落共同体の慣行、慣習に拘束され、それに職業の世襲制度も加わっ
て、個人の生活はその生れた地域に固定化され、職業の地域的封鎖性がききわめて強い。
しかるに新しい知識社会にあっては、より有効、有利な職種、職業は多様に発展し、又家
族主義制度、村落共同体制度も、次第に薄弱化していくかち、職業の「地域的移動」がま
すます盛んとなる。特に知識的な職業は、多く政治、文化の中心地たる都市に発達する
から、インドネシアの場合、外国諸島の知識人さえもが、多くジャバに集中したし、近代
的な農業知識、知能の生んだ西欧的ゴム、煙草の大農園地帯には、一般労働者が移動集中
した。否、近代的な職業人口の地域移動は、単なる個人移動ではなく、伝統的な家族主義
制度から分裂した「核家族」の移動である。
　（d）最後に伝統的なインドネシア社会においては、職業は門地、身分、性別によって
配置され、植民地社会にあっては、人種別に従って定められていた。云うまでもなく、そ
れは階級制度的職業の配置であり、そこではこの階級制度の階層を越えて、下より上への
社会的上昇は勿論のこと、上より下への職業的下降さえも許されていなかった。
　しかしながら新しい知識社会にあっては、知識、知能上の実力を獲得した者でありさえ
ずれば、その力を以て伝統的な職業の社会階層的封鎖性を乗り越えて、社会の上層階級に
上昇することが可能とされる社会となった。あたかも新興中産階級としての中小企業者
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が、その富と経済力を以って、Priyai階級に挑戦し初めたのと規を同じうするものであ
る。これに反し、かかる知識、知能上の実力を有せざるものは、たとえ彼等が旧上層階級
の出であっても、職業的には、社会的下降を途を辿らざるをえない。正に知識社会は実
力社会である一と云う様相を、今世；期初頭以来のインドネシアは、示し初めたのである。
Clark：Kerrは、そのIndustrialisrn　and　Industrial　Mah（1960年）の中で、「工業化社
会の論理」を展開し、その一つとして「公開社会」の成立を説いているが、この論理は同時
に、インドネシアの知識社会の論理としても、適用することが出来るであろう。（註43）
　　　V　日本軍政と独立以後における大変革
　さて以上われわれは、今世期初頭以来、インドネシア民族それ自身の中に、新しい中間
階級としての知識階級が出現し、それが社会的に如何なる意味、性格を持つものであるか
を考察してきた。そしてこうしたインドネシアの知識層は、第二次世界大戦中、日本のイ
ンドネシア占領政策として、
　（1）現地インドネシア行政下級官吏の高級官吏への飛躍的登用
　（2）民族主義運動並びに回教の指導者の重要視
　（3）国民防衛団の創設
等によって、飛躍的にその社会的、政治的地位を高め、独立後24年の今日では、これら知
識階級の中からは、インドネシア社会構造の上層部に昇進し、支配階級としての実力を振
う者さえ、少なからず出現してきているのである。殊にこれらの知識階層中、軍部高級
将校の躍進は目覚しきものがあると云えよう。そしてこうした軍部勢力の拡大と上昇には
、日本軍雨下に組織された「国民防衛団」以来、スカルノの指導と援助が大きく作用して
いたことを見逃してはならない。
　インドネシアの軍部将校には、中地主、中小商業者、下級官吏と云った、比較的政治に
は関心の薄い下層中間階級の家庭より出た者が多く、こうした彼等の生い立ちと、厳しい
訓練によって鍛えられた腐敗をきらうピューリタン的潔癖性は相侯って、彼等をして、ジ
ャーナリズムや政党人を、放従への誘惑者として嫌悪せしめ、危機あるときは極端に過激
な行動をとらせることがある。然し平時においては彼等は教育を尊重し、能率への援けと
しての技術を愛し又伝統社会人に属していないにも拘わらず、現在の秩序を維持、確保す
ると云う本来の役割り、並に権威を尊重すると云う平素の訓練からして、伝統的なものに
対しては、どちらかと云えば同情的であり、保守的である。（註44）
　しかしながら軍部は、思想やイデオロギーによって社会を説得するのでもなく、又民主
主義社会におけるように、万人の同意、承認によって事を決するものでもない。それが持
つ武力と云う決定的な力によって、事を決し、その処理に当っても、きわめて動的、決断
的である。それ故に民主主義の未だ正しく十分に発達していない、すなわち権力を以って
秩序を維持せんとする、君主制社会、植民地支配社会、民族主義社会、共産主義社会にお
いては、軍部の持つ支配力は絶対的であり、政治的支配者又はその階層が、堕落したり、
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正道をそれるとき、軍部は直ちにその力を発揮する。それ故に、非民主的ないずれの社会
においても、その支配者は軍部を重視しそれを掌握することに努める。（註45）
　かくてインドネシアにおいては、その政治的、経済的、文化的多様性を反映して独立後
幾多の政党が出現し、党利党略と私利、私益を追求し、最高指導者たるスカルノもまた
その晩年に割いては、共産党との皆野に大きく傾いたとき、かねてアメリカおよびオース
トラリアに学んで西欧的な訓練を受けた、インドネシア軍部は、ついに決起してインドネ
シアの支配、指導権を握るに至った。要はスハルトを最高指導者とする、インドネシアの
軍部、ひいては知識階級が、徒らに武力、権力に依存する、政治的斗争に終始することな
く、彼等が持つ秩序性、計画性ならびに清簾性を十分に発揮して、まずインドネシア国民
大衆の経済的窮乏を救い、然る後、近代国家としての民主的な諸制度を創設し、而かも
それを希求し受容する社会的性格を持った国民を、如何に育成していくかにある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（終）
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